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 新古今菅家 　彦星の行あひを待鵲 わたせる橋をわれにかさなん
　　










































































































































































































　　　　　　　 　　　 　　　　 西行法師
小倉山ふもとをこむる夕霧にたちもらさるゝ棹鹿の声
（二八〇）
　　
 小倉山にをくらき意あり。霧の縁に立といへり。意は明也。
　　
 古今 　小倉山峯たちならし鳴鹿のへにけん年をしる人そなき
　　
 朗詠 　をくら山ふもとの野への花すゝきほのかに見ゆるあきの夕暮
〈頭注
 〉
鹿の声か霧よりもれて聞ゆるを立もらさるゝといへる
也。
（ひらい 　けいこ／二〇〇二年度博士後期課程修了）
